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は、「私の研究プラン「価値」の存在性格」『日本読書新聞』（1967 年 7 月）や「マルクス
の物象化論」『情況』（1968 年 9 月）などで触れている。しかし、『資本論』を主題的に扱


























までマルクスの行文に即しつつ『資本論』の提題を支える哲学的 問 題 性
プロブレマティック
の意義と














河上肇、櫛田民蔵の到達点、および雑誌『評論』に昭和 22 年の 1 月号から 9 回連載され
た「資本論研究会」の討論記録である。後者は昭和 23 年に『資本論研究』として刊行さ
                                                   
14 廣松前掲書、15頁。 
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17 マルクス『資本論』第 1分冊（岡崎次郎 訳、大月書店、1972年）、71頁。 
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 形態Ⅰ 「単純な価値形態」 
 20 エレのリンネル＝1 着の上着 
 




 形態Ⅲ 「一般的な価値形態」 
  一着の上衣＝ 
  10 ポンドの茶＝          20 エレのリンネル   
  40 ポンドのコーヒー＝      
  等々の諸商品＝ 
 
 形態Ⅳ 「貨幣形態」 
  一着の上衣＝ 
  10 ポンドの茶＝          2 オンスの金   
  40 ポンドのコーヒー＝      
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この関係は、A と B にとって共軛的であり、A と B とが、単なる対自的な見地でも、
単なる対他的な見地でもなく、対自的-対他的、対他的-対自的な、まさしく間主体的（共
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